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新看護方式である PNS(Partnership Nursing System)は、多くの病院で導入が進められている。 PNSの導入に伴

い、看護師の業務分担作成支援のシステムは、電子カルテの標準機能として構築されてきた。しかしながら、看

護師が業務確認に用いるワークシートについては、標準機能として開発されてはいない。そこで、大分大学医学

部附属病院看護部のシステム担当者とともに、 PNSの運用に基づいた院内統一のワークシートとして、１．管理

者が PNSのパートナーの受け持ち患者に偏りがないかを確認する「受持看護師一覧」、２．各勤務帯での残業務

を割り振る「リシャッフル表」、３． PNSのパートナー別勤務帯別に患者を確認する「業務分担表」、４．

PNSのパートナー別勤務帯別に業務を把握する「タイムスケジュール」の４種類のワークシートを開発することと

した。方法は、 DataWareHouse（ DWH）のデータを用い、病院情報システムのイントラネットの WEBサーバ

にワークシート出力システムを構築した。2016年1月から試験運用を行い、システム担当者からの要求に対応し

ながら、ブラッシュアップを重ねてきた。利用開始から2年6ヶ月が経過し、安定的に運用されるに至ったので報

告する。これにより、電子カルテシステム内に提供して欲しい PNSワークシートの提案となることを期待する。
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The Partnership Nursing System (PNS) is widely introduced as a new nursing system in many hospitals. According to the 

introduction of PNS, support systems for dividing nursing duties were constructed as a standard function of electrical medical record 

(EMS). Nevertheless, a worksheet for checking nursing duties was not developed. From January 2016, we tried to develop the hospital 

integrated worksheets for PNS management in Oita University Hospital. The worksheets consist of four items, such as a list of charged 

nurses, a table of reshuffle, a table of dividing duties, and a time schedule. We developed the worksheet output system in the intranet 

WEB server of the EMS, by extracting the data form the Data WareHouse. The output system was obtained a stable operation after two 

years six monthｓ improvement.  
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1. 緒論、開発目的 
本院では、新看護方式である PNS(Partnership Nursing 

System)を段階的に導入し、平成 26 年度から全部署運用とな

った。導入当初は病院情報システムの PNS の為の機能は、

標準機能である業務分担の登録および、業務分担表（日勤

帯用）の出力であった。また、看護師が業務で用いるワークシ

ートは、受持看護師情報を基準に患者を選択し作成する仕

様であった。業務分担にて設定するコアチーム、パートナー

を基準にした PNS 用のワークシートが現場から求められ、平

成 28 年 1 月のシステム更新に伴い、看護部の看護情報・パス

担当者会（以下、担当者会）と医療情報部の協同で本システ

ムの開発を行った。開発での役割分担は、担当者会が出力

フォーマットの原案を作成し、医療情報部がシステムを開発し

た。 

2. システム概要 

2.1 システム構成 
 本システムでは、DWH データベースのデータを用いた。

対象データは、「受持看護師情報・看護師業務分担情報・看

護ケア予定情報・内服管理情報・各種予約情報・検体検査オ

ーダ情報・入院情報・麻酔手術情報・処置情報」とした。シス

テムは、病院情報システム上のイントラネット上の WEB 用サ

ーバに、PNS ワークシート出力機能を構築した。開発ツール

は、ASP（Active Server Pages）技術を使用し、開発言語は、

VBScript である。 

2.2 システム機能 

2.2.1 受持ち看護師 
管理者が PNS のパートナーの受け持ち患者に偏りがない

かを確認するワークシートである（図１）。コアチーム別・パート

ナー別に受持ち患者を表示し、患者集計値を表示する。特

に患者数が多い部署は、有用である。 

2.2.2 リシャッフル表 
各勤務帯での残業務を割り振るためのワークシートである

（図 2）。パートナー別に受持ち患者の看護ケア予定のうち未

実施分と手術・処置などの未実施オーダを表示する。その他

欄は、各部署で手書きにて自由記載し、リシャッフル欄で更

に担当を振り分けした内容を、手書き記載する。 

2.2.3 業務分担表 
電子カルテの標準機能では出力できない、08:00～21:00

のロング日勤時間帯と、20:30～翌日 09:30 の夜勤帯の業務

分担表である（図 3）。当日業務分担で割り振られた患者をパ

ートナー別に表示する。各看護師の受持患者の場合、背景

色をピンク色表示としている。当日の入院患者情報、退院患

者情報を表示する。 

2.2.4 タイムスケジュール 
パートナー別勤務帯別に業務を把握するワークシートであ

る（図４）。患者に紐つかない当日行うべき業務、回数指定の

看護ケアのまとめ、身長・体重入力予定患者のまとめ、時間

帯別の看護ケア・各種予約・服薬確認・部署実施予定の検体

検査などを表示する。表示する時間帯は、日勤帯（08：00～

17:00）・ロング日勤帯（08:00～21:00）・準夜帯（20:30～翌

09:30）・夜勤帯（15:30～翌 09:30）で 30 分毎に区切った。タイ

ムスケジュールについては、担当者会で見直しが検討され、

現在、第 3 版となっている。「患者に紐つかない当日行うべき

業務」については、改版の度に各部署からの意見を取り入れ

変更した。「身長・体重」は、体重測定するべき患者の見落と

しによるインシデントが発生したことによる対策で、第 2 版で追

加表示した。「服薬確認」は、現場での書き込み事例が多いと

いう意見により、最終版で追加表示することとなった。 

3. システム評価 

3.1 アクセスログ 
2017 年 4 月～2018 年 3 月の一年間の IIS サーバのアクセ

スログから、PNS 導入の 16 部署に設置された端末からの PNS

ワークシートへのアクセスログを抽出し集計した。 

3.1.1 受持ち看護師 
14 時、20 時に利用が集中していた。利用している部署で

は、１日に１回出力していた。毎日利用しているのはスタッフ
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の多い 2 部署のみで、他の部署では、ほとんど利用されてい

なかった。 

3.1.2 リシャッフル表 
７時から 8 時、11 時から 12 時に利用が集中していた。利用

している部署では、１日に１～4 回（平均 1.6 回）出力していた。

全く利用していない部署が、２部署あった。 

3.1.3 業務分担表 
14 時と 19 時に利用が集中していた。利用している部署で

は、１日に 2～8 回（平均 5.4 回）出力していた。ロング日勤帯・

夜勤帯の業務分担表が電子カルテの機能では出力できない

ことから、全ての部署で利用されていた。 

3.1.4 タイムスケジュール 
７時と 19 時に利用が集中していた。利用している部署では、

１日に１～15 回（平均 5.4 回）出力していた。時間指定のスケ

ジュールが立て難い重症系の部署ではあまり利用されていな

かった。 

3.2 担当者会アンケート 
PNS 導入の病棟（16 部署）に依頼し、全病棟から回答を得

た。満足度評価を、非常に満足・満足・やや満足・普通・やや

不満・不満・非常に不満の7段階評価とした。評価の理由、改

善要望事項を自由記載とした。 

3.2.1 満足度評価回答 
満足度評価回答は、（図５）の通りであった。全体的に満足

度は高い結果となった。 

 

図５  満足度のまとめ 

3.2.2 評価の理由 

i. 受持看護師 

（満足）コアチームごとに表示され確認しやすい。ペアの受

持ち患者がわかる。 

（不満）患者数が少ないのであまり必要としない。以前から

使用している病棟独自のシートを使用している。 

ii. リシャッフル表 

（満足）残務が見やすい。他のチームの残務が把握でき

る。 

（不満）不要な項目も表示される。枠が狭い。 

iii. 業務分担表 

（満足）ペア毎に担当患者が表示されるため、二人で受け

持っている意識を持ちやすい。 

（不満）患者の出力順をベッド番号順にして欲しい。印刷

設定が面倒。 

iv. タイムスケジュール 

（満足）内服管理が便利。エクセルなので編集しやすい。 

（不満）３０分単位のため、細かい予約時間が分からない。

字が小さい。予定外の追加項目が多く、使用できない。 

3.2.4 改善要望事項 

i. 受持看護師 

毎回、ページ設定の修正が必要なのをなんとかして欲し

い。 

ii. リシャッフル表 

入院時チェック項目を追加して欲しい。不要な検査・処置

オーダがある。勤務時間帯が異なるメンバーが分かるよう

にして欲しい。 

iii. 業務分担表 

手術や特殊検査の患者をまとめて表示して欲しい。外泊

外出の時間が分かると良い。 

iv. タイムスケジュール 

予約時間を表示して欲しい。表示時間帯に１６時から２１

時を追加して欲しい。外出・外泊時間を表示して欲しい。

点滴・内服・処置の枠を分けて欲しい。 

4.考察 
担当者会は、管理者では無いメンバーが多く実践で利用

する機会が多い「タイムスケジュール」についての改良案が提
案され、改版を 3 回行った。改版が進むにつれ、利用数も増
えていった。反対に、管理者が利用する「受持ち看護師」は、
既に病棟独自のシートが作成されており意見も少なく利用さ
れていない結果となった。 

担当者会に於ける改版の検討では、患者の表示順につい
て特に意見は無かったが、今回のアンケート結果ではかなり
のコメントがあった。今後の検討事項としたいと考える。 

出力項目については、部署毎に要望事項があり、全ての
部署からの合意で作成したため、一部は不満と回答があった
が、概ね満足と思われる。 

受持ち看護師やリシャッフル表の評価にて、「自部署作成
分が既にある」「患者数が少ないのであまり必要としない」など
部署によってはあまり使われていないことが分かった。 

開発環境の問題で、エクセルの余白まで設定できない。こ
の点の不満が多く見られるので、今後の検討課題とする。 

5. 結論 
今回、担当者会と伴に、改版を行いながら開発を行った結

果、利用数も向上した。 

必要な帳票の追加要望は無かったので、概ね、この４種類

で PNS 用のワークシートは満たされていると考える。 

ワークシート類は、運用の変更に伴う変化が生じやすい。
今回の様に、定期的に利用者に意見を収集して改良すること
は有用であった。 

PNS ワークシートの標準機能としてベンダーに提案できるよ
うに、今回得られた、改善要望事項を元に更に改良をすすめ
ていきたい。 
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図 1 受持ち看護師イメージ図 

 

図 2 リシャッフル表イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 業務分担表イメージ図 

図 4 タイムスケジュールイメージ図 

3-J-1-2／3-J-1：ポスター9 看護（看護管理・看護支援）

1010   第38回医療情報学連合大会 38th JCMI(Nov.,2018)



 第38回医療情報学連合大会（第19回日本医療情報学会学術大会）

3-J-1-2／3-J-1：ポスター9 看護（看護管理・看護支援）

医療情報学 38(Suppl.),2018   1011


